
 

自主的環境保全活動の取り組み状況 
 

 

           （事業所名）サントリープロダクツ株式会社 高砂工場 

 １ サントリーグループ環境基本方針  

サントリーグループは、環境経営を事業活動の基軸にし、バリューチェーン全体を視

野に入れて、生命の輝きに満ちた持続可能な社会を次の世代に引き継ぐことを約束しま

す。  

1．水のサステナビリティの追求  

「水と生きる」を社会との約束に掲げる企業として、自然界における水の健全な循環に

貢献するため、事業活動において最も重要な資源である水を大切に取り扱い、使用する

量以上の水を地域で育むことに努めます。  

2．多様で豊かな生態系の保全と再生  

水や農作物に依存する企業として、その価値の源泉である水源や原料産地などの生態系

を守るため、水源涵養活動や持続可能な農業への移行を通じて、生物多様性の保全と再

生に努めます。  

3．循環経済の推進  

限りある資源を有効活用するため、原材料などの3R（ reduce, reuse, recycle）の推進、

再生可能資源の利用、効率的な循環システムの構築を多様なステークホルダーと協働し、

商品ライフサイクル全体での環境負荷の低減に努めます。  

4．脱炭素社会への移行  

気候変動の要因である温室効果ガスの排出を実質ゼロにするため、バリューチェーン全

体での排出量の削減に努めます。  

5．社会とのコミュニケーション  

豊かな地球環境を未来に引き継ぐため、ステークホルダーと共に持続可能な社会の実現

に取組み、地域社会との対話を深めるとともに、積極的な情報開示に努めます。  

 

環境ビジョン2050」・「環境目標2030」 

サントリーグループは、サステナビリティ経営により明確な方向性を与えるため、「環

境ビジョン2050」および「環境目標2030」を策定しています。世界が抱えるさまざまな

課題にこれまで以上に真摯に向きあい、持続可能な社会の実現に向けて挑戦を続けるべ

く、2021年4月に「環境目標 2030」の温室効果ガス（ GHG)削減目標を改定し、 2021年12

月には、水の目標を改定しました。 

 

「環境ビジョン2050」 

サントリーグループは、「人と自然と響きあう」企業として、「水のサステナビリティ」

「気候変動対策」を柱に、持続可能な地球環境を次代に引き渡すことを目的に、 2050年

に向け、以下のビジョンを掲げます。 

 

1．水のサステナビリティ 

・全世界の自社工場※1での水使用を半減※2 

・全世界の自社工場※1で取水する量以上の水を育むための水源や生態系を保全  

・主要な原料農作物における持続可能な水使用を実現  



 

・主要な事業展開国において「水理念」を広く社会と共有  

2．気候変動対策 

・2050年までに、バリューチェーン全体で、温室効果ガス排出の実質ゼロを目指す  

省エネルギー活動の推進、再生可能エネルギーの積極的な導入、次世代インフラの利活

用およびバリューチェーンのステークホルダーとの協働を通じ脱炭素社会の実現に向け

て取り組む 

※ 1製品を製造するサントリーグループの工場  

※ 22015年における事業領域を前提とした原単位での削減  

 

「環境目標2030」 

「環境ビジョン2050」達成に向けて、以下環境目標2030を掲げます。 

 

1．水 

【工場節水】 

自社工場※1の水使用量の原単位をグローバルで35%削減※2。特に水ストレスの高い地域

においては、水課題の実態を評価し、水総使用量の削減の必要性を検証。  

 

【水源涵養】 

自社工場※1の半数以上で、水源涵養活動により使用する水の 100%以上をそれぞれの水源

に還元。特に水ストレスの高い地域においてはすべての工場で上記の取り組みを実施。  

 

【原料生産】 

水ストレスの高い地域における水消費量の多い重要原料※ 3を特定し、その生産における

水使用効率の改善をサプライヤーと協働で推進。  

 

【水の啓発】 

水に関する啓発プログラムに加えて、安全な水の提供にも取り組み、合わせて100万人以

上に展開。 

 

2．温室効果ガス（GHG） 

・自社拠点でのGHG排出量を50%削減※4 

・バリューチェーン全体におけるGHG排出量を30%削減※4 

※ 1製品を製造するサントリーグループの工場  

※ 22015年における事業領域を基準とする  

※ 3コーヒー、大麦、ブドウ  

※ 42019年の排出量を基準とする  

 

Webサイトにて公表 

（目標・計画等の公表の方法についても記載すること）  



 

１－２ 環境保全活動に関する組織体制 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  高砂工場 工場長 

工務技師長（環境管理責任者） 

各部門･協力会社 

 
廃棄物 

担当者 

環境保全 

委員会 
産業廃棄物 

処理責任者 

環境保全事務局 



 

 ２ 環境保全活動の実施状況等  
 

 項 目   取組結果   今後の取組計画  

ｴﾈﾙｷﾞｰ原単位 

 

目標 1.294 GJ/kL 実績 1.330 GJ/kL 

（2021.1～12実績） 

次年度(22年)目標 

ｴﾈﾙｷﾞｰ原単位 

  1.340 GJ/kL 

水原単位 目標 2.885 m3/kL 実績 3.040 m3/kL 

（2021.1～12実績） 

次年度(22年)目標 

水原単位      

 2.959 m3/kL 

廃棄物副産物の

再資源化100％継

続 

再資源化率100％ 次年度(22年)以降継続 

環境情報の積極

的な発信 

（環境ｾﾐﾅｰ、小学

校での水教育等） 

目標件数12件 実績14件 次年度(22年)目標12件 

    

   

 

 

 

 


